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●
初
訪
韓
の
ハ
ン
グ
ル
図
書
収
集

二
万
数
千
冊
も
の
ア
ジ
研
ハ
ン
グ
ル
資
料
の
中

で
、
韓
国
人
か
ら
「
羨
望
」
で
眺
め
ら
れ
る
一
冊

が
あ
る
。
抗
日
独
立
運
動
家
「
金キ

ム

九グ

」
の
自
叙
伝

『
白ペ

ク

凡ボ
ム

逸イ
ル

志ジ

』
の
初
版
本
が
そ
れ
で
、
裏
表
紙
に

は
白
凡
（
金
九
雅
号
）
が
知
友
に
謹
呈
し
た
「
親

筆
」
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
九
年
一
一
月
、

平
凡
社
元
編
集
幹
部
ら
の
「
東
ア
ジ
ア
出
版
人
会

議
」
は
、
こ
の
地
域
の
人
々
が
読
む
べ
き
「
東
ア

ジ
ア
の
一
〇
〇
冊
」
を
発
表
し
た
が
、
韓
国
編

二
五
冊
の
最
初
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
書
物
は
『
白

凡
逸
志
』
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
『
白
凡
逸
志
』
は
韓
国
人
に
は
特

別
の
書
で
あ
る
が
、
刊
行
は
解
放
直
後
の
一
九
四
七

年
な
の
で
初
版
本
は
珍
し
い
。
い
わ
ん
や
親
筆
本

は
文
字
通
り
の
稀
覯
本
で
あ
る
。
そ
の
貴
重
書
が

ア
ジ
研
で
は
「
普
通
の
本
」
と
し
て
配
架
さ
れ
て

い
る
の
に
驚
く
の
か
、
取
材
の
韓
国
人
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
や
放
送
人
な
ど
は
何
回
も
こ
の
書
に
触
れ

て
ア
ジ
研
図
書
館
を
紹
介
し
て
く
れ
た
。

『
白
凡
逸
志
』
は
初
訪
韓
の
一
九
六
八
年
一
月
、

確
か
二
〇
〇
〇
円
弱
で
古
本
屋
で
買
い
求
め
た
も

の
で
あ
る
。
六
〇
年
代
後
半
の
ソ
ウ
ル
は
今
で
は

想
像
が
難
し
い
貧
し
い
時
代
で
、
電
力
不
足
で
繁

華
街
で
停
電
騒
ぎ
が
起
き
た
し
、「
飢
餓
脱
出
」
の

大
活
字
が
連
日
紙
面
で
踊
っ
て
い
た
。
こ
の
時
、

私
に
韓
国
書
を
教
え
て
く
れ
た
恩
人
は
古
本
街
の

人
達
で
、私
は
こ
の
訪
韓
を
機
に
彼
ら
と
知
り
合
っ

て
、終
生
の
関
係
を
結
ぶ
古
本
屋
が
何
軒
か
で
き
た
。

こ
の
初
訪
韓
は
一
〇
日
ほ
ど
で
、
国
立
中
央
図

書
館
や
ソ
ウ
ル
大
学
な
ど
の
主
要
図
書
館
を
訪
ね
、

指
導
的
な
韓
国
図
書
館
員
に
も
挨
拶
で
き
た
。
し

か
し
主
な
業
務
は
未
所
蔵
状
態
の
ハ
ン
グ
ル
書
収

集
で
、
基
本
的
経
済
書
な
ど
一
〇
〇
〇
冊
ほ
ど
収

集
で
き
た
。
価
格
は
安
く
て
五
～
六
〇
〇
円
で
韓

国
書
一
冊
が
買
え
た
。
そ
ん
な
中
の
一
冊
が
前
述

の
『
白
凡
逸
志
』
で
、
こ
の
他
に
も
解
放
直
後
の

図
書
は
多
く
、
来
所
の
韓
国
人
研
究
者
か
ら
「
こ

の
書
は
ど
こ
で
」
と
尋
ね
ら
れ
こ
と
も
珍
し
く
な

か
っ
た
。

ち
な
み
に
こ
の
時
の
図
書
収
集
は
凍
り
付
く
恐

怖
の
中
で
進
行
し
た
。
そ
の
一
つ
の
事
件
が

一
九
六
八
年
一
月
二
一
日
の
韓
国
大
統
領
官
邸
・

青
瓦
台
付
近
で
起
き
た
南
北
軍
人
銃
撃
事
件
で
、

そ
の
時
聞
い
た
銃
声
は
い
ま
だ
脳
裏
に
焼
き
付
い

て
い
る
。
第
二
は
、
そ
の
恐
怖
の
朴
大
統
領
襲
撃

未
遂
事
件
の
わ
ず
か
二
日
後
の
一
月
二
三
日
、
北

朝
鮮
東
部
主
要
港
の
元
山
沖
合
で
勃
発
し
た
米
国

の
情
報
収
集
船
プ
エ
ブ
ロ
号
の
拿
捕
事
件
で
あ
る
。

こ
の
と
き
佐
世
保
港
か
ら
米
空
母
エ
ン
タ
ー
プ
ラ

イ
ズ
が
プ
エ
ブ
ロ
号
乗
務
員
八
〇
名
を
救
援
す
る

た
め
「
日
本
海
を
北
上
中
」
と
い
う
韓
国
の
ラ
ジ

オ
ニ
ュ
ー
ス
に
接
し
、「
米
朝
戦
争
再
来
」
を
覚

悟
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
韓
国
資
料

現
地
調
査
の
後
半
は
台
湾
に
出
国
す
る
日
ま
で
超

緊
張
が
続
い
た
。
そ
の
後
、
筆
者
は
香
港
に
出
て

小
島
麗
逸
研
究
員
と
合
流
し
て
中
国
書
の
収
集
事

務
を
分
担
し
た
。
業
者
は
「
遠
東
書
店
」
で
、
混

乱
の
中
国
か
ら
持
ち
出
さ
れ
た
文
革
資
料
な
ど
を

専
門
的
に
集
め
て
い
た
。

●
日
韓
基
本
条
約
が
図
書
館
利
用
の
追

い
風

破
格
に
も
見
え
た
私
達
の
資
料
収
集
で
は
東
畑

精
一
所
長
の
指
導
が
あ
っ
た
。
東
畑
先
生
は
現
調

挨
拶
に
赴
い
た
と
き
も
「
い
い
図
書
館
を
作
っ
て

く
れ
。
こ
れ
は
岸
信
介
首
相
、
直
々
の
指
示
で
あ

る
」
と
激
励
さ
れ
た
。
岸
首
相
は
満
州
国
時
代
の

行
政
経
験
の
た
め
か
「
わ
が
国
と
ア
ジ
ア
諸
国
と

の
外
交
、
経
済
な
ど
の
戦
略
的
提
携
問
題
で
は
国

家
レ
ベ
ル
の
ア
ジ
ア
図
書
館
が
不
可
欠
」
と
述
べ

花
房
征
夫

初
期
のハン
グ
ル
図
書
収
集
と
利
用
状
況
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て
、
実
現
を
東
畑
先
生
に
託
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ジ
ェ
ト
ロ
と
の
統
合
前
の
「
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

法
」
の
業
務
項
目
の
最
初
に
は
確
か
「
ア
ジ
ア
地

域
の
資
料
収
集
」
と
書
か
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
に

は
半
世
紀
前
、
日
本
の
最
高
指
導
者
岸
首
相
と
社

会
科
学
関
係
学
会
の
総
意
が
こ
め
ら
れ
た
言
葉
で

あ
る
（
こ
の
条
項
は
現
ジ
ェ
ト
ロ
法
に
も
継
承
さ

れ
て
い
る
）。

そ
の
後
、
研
究
所
図
書
館
は
ア
ジ
ア
諸
国
の
体

系
的
な
新
聞
・
雑
誌
収
集
、
現
代
経
済
中
心
の
資

料
構
成
、
機
能
的
な
ア
ク
セ
ス
・
シ
ス
テ
ム
の
採

用
な
ど
で
急
発
展
し
た
。
朝
鮮
半
島
事
例
で
い
え

ば
、
一
九
六
五
年
の
日
韓
基
本
条
約
締
結
は
大
変

な
追
い
風
に
な
っ
た
。
六
一
年
に
登
場
し
た
朴
正

煕
政
権
は
幾
つ
か
の
曲
折
を
経
て
、
日
本
か
ら
の

請
求
権
資
金
を
外
向
き
型
経
済
発
展
に
投
入
す
る

国
家
方
針
を
策
定
し
、
無
償
三
億
ド
ル
、
有
償

二
億
ド
ル
、
商
業
借
款
三
億
ド
ル
の
請
求
権
資
金

の
殆
ど
を
経
済
建
設
に
投
入
し
た
。
韓
国
国
家
予

算
が
三
億
ド
ル
強
の
時
代
で
あ
っ
た
か
ら
、
日
韓

の
貿
易
、
金
融
、
人
的
往
来
は
一
挙
に
拡
大
し
た
。

そ
の
た
め
研
究
所
の
韓
国
関
係
利
用
者
は
急
増

し
、
何
人
も
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
な
ど
が
図
書
館
常
連
客
に
な
っ
た
。彼
ら
は『
朝

鮮
日
報
』、『
東
亜
日
報
』
な
ど
の
新
聞
、『
韓
国

銀
行
調
査
月
報
』、
経
済
開
発
関
係
の
資
料
な
ど

を
定
期
的
に
サ
ー
ベ
イ
す
る
人
達
で
あ
っ
た
。
そ

ん
な
な
か
で
現
代
韓
国
問
題
を
調
べ
る
研
究
者
、

学
生
達
ら
も
増
え
た
。
ま
た
他
図
書
館
に
は
な
い

韓
国
の
有
力
紙
『
東
亜
日
報
』『
朝
鮮
日
報
』
の

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
（
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
版
）
を

求
め
る
ユ
ー
ザ
ー
が
定
着
し
、
や
が
て
幾
多
の
植

民
地
期
の
論
文
、
文
学
書
、
大
衆
歌
謡
書
な
ど
が

誕
生
し
た
。

 

●
海
外
利
用
者
の
増
大

想
定
外
の
事
態
は
韓
国
の
大
学
教
授
、
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ン
、
研
究
者
ら
の
相
次
ぐ
来
所
で
あ
っ
た
。

朴
政
権
は
米
国
の
要
請
で
一
九
六
五
年
、
ベ
ト
ナ

ム
戦
争
に
介
入
し
た
が
、
そ
の
結
果
ベ
ト
ナ
ム
を

含
め
た
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
ゼ
ネ
コ
ン
受
注
が
増

え
た
。
し
か
し
韓
国
は
東
南
ア
ジ
ア
に
関
す
る
基

本
的
な
経
済
資
料
を
殆
ど
保
持
し
て
い
な
か
っ
た

の
で
、
ア
ジ
研
所
蔵
の
国
連
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済

委
員
会
（
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
）
作
成
の
「
メ
コ
ン
開
発
」

資
料
な
ど
は
何
回
も
閲
覧
さ
れ
た
。
そ
し
て
八
〇

年
代
か
ら
韓
国
人
の
主
要
対
外
関
心
は
中
国
に
シ

フ
ト
し
て
い
く
。
そ
ん
な
中
で
韓
国
要
人
の
訪
問

も
珍
し
く
な
く
、
後
日
、
大
統
領
に
就
任
す
る
金

大
中
氏
を
六
七
年
、
図
書
館
に
案
内
し
て
い
る
。

ア
ジ
研
と
ソ
ウ
ル
大
学
経
済
学
部
と
の
研
究
交
流
、

全
刊
行
物
交
換
協
定
な
ど
を
結
ば
れ
た
李
賢
宰
ソ

ウ
ル
大
学
社
研
所
長
（
そ
の
後
ソ
ウ
ル
大
総
長
、

首
相
、
学
術
院
長
歴
任
）
は
、
ア
ジ
研
関
係
者
の

大
恩
人
で
あ
る
が
、
そ
の
李
所
長
が
ア
ジ
研
に
見

え
た
日
は
七
三
年
八
月
八
日
で
あ
っ
た
。
日
時
を

記
憶
し
て
い
る
の
は
こ
の
日
、
日
韓
関
係
を
震
撼

さ
せ
た
金
大
中
事
件
が
起
き
た
こ
と
に
よ
る
。

八
〇
年
代
前
半
か
ら
は
中
国
大
陸
の
朝
鮮
問
題

研
究
者
が
ア
ジ
研
に
現
わ
れ
た
。
最
初
の
人
物
は

中
国
の
朝
鮮
研
究
メ
ッ
カ
で
あ
る
国
務
院
傘
下
の

研
究
機
関
「
現
代
国
際
関
係
研
究
所
」
の
朝
鮮
室

長
李
章
換
先
生
で
、
一
九
八
四
年
、
国
連
資
金
で

東
大
に
来
ら
れ
た
直
後
、
閲
覧
カ
ウ
ン
タ
ー
を
挟

ん
で
面
識
し
た
。
李
先
生
は
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州

の
出
身
者
で
、
朝
鮮
語
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
満

州
国
時
代
に
日
本
人
に
師
事
し
た
関
係
で
日
本
語

も
上
手
で
あ
っ
た
。
そ
ん
な
関
係
で
高
尾
山
な
ど

に
何
回
も
ハ
イ
キ
ン
グ
し
た
が
、
や
が
て
李
先
生

は
八
七
年
、
ア
ジ
研
コ
リ
ア
関
係
者
を
故
郷
延
辺

に
招
待
し
、
中
国
の
朝
鮮
問
題
研
究
家
の
紹
介
と

と
も
に
、
中
、
朝
、
露
の
三
国
国
境
と
北
東
ア
ジ

ア
の
霊
峰
長
白
山
（
朝
鮮
名
白
頭
山
）
の
登
山
を

引
率
し
て
く
れ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
対
外
開
放
後
、

延
辺
に
最
も
早
く
入
っ
た
外
国
人
で
あ
っ
た
。

同
じ
頃
の
カ
ー
タ
ー・エ
ッ
カ
ー
ト
先
生（
ハ
ー

バ
ー
ド
大
學
韓
国
研
究
所
長
）
の
出
会
い
も
忘
れ

ら
れ
な
い
。
ア
ジ
研
に
現
れ
た
エ
ッ
カ
ー
ト
先
生

は
ま
だ
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
（
シ
ア
ト
ル
）
の
中
年

大
学
院
生
で
、
韓
国
資
本
主
義
の
起
源
を
植
民
地

期
の
民
族
企
業
・
京
紡
に
求
め
る
博
士
論
文
を
執

筆
す
る
た
め
、
東
大
図
書
館
や
国
立
国
会
図
書
館

な
ど
に
あ
る
朝
鮮
総
督
府
関
係
産
業
資
料
を
探
し

て
い
た
。
日
本
の
図
書
館
は
資
格
の
な
い
外
部
者

に
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
の
で
、
大
学
図
書
館
の
利

用
問
題
や
複
製
許
諾
権
処
理
な
ど
で
二
年
間
ほ
ど

協
力
し
た
。
エ
ッ
カ
ー
ト
先
生
は
そ
の
後
『O

ff-
spring of Em

pire

（
翻
訳
書
名
：
日
本
帝
国

の
申
し
子
）』
を
刊
行
し
て
米
国
ア
ジ
ア
学
会
賞

を
受
賞
し
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
の
韓
国
学
主
任
教
授

に
抜
擢
さ
れ
た
。

（
は
な
ぶ
さ　

ゆ
き
お
／
東
北
ア
ジ
ア
資
料

セ
ン
タ
ー
代
表
）


